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更新

〇対策工案として、支保材による保持対策（鋼アーチ支保工）、覆工内面の補強対策、覆工改築対策の比較検討を実施
〇比較の結果、下記理由により支保材による保持対策（鋼アーチ支保工）とする

・施工性、経済性共に他案より優位であり、早期の交通開放が可能である
・支保工間よりクラック等の変状進行性などの監視が目視等で可能である

４. 交通開放に向けた対策について_想定メカニズムに基づく補修方針

※事業費ベース（カッコ書きは直接工事費）








